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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部にハウジング中空部が形成されており、底部に、中心部から幅方向の一側に偏心し
た位置に内部空気が排出される通孔が形成されたハウジング（５１０）、およびモータハ
ウジング（５６０）で囲まれて前記ハウジング中空部に備えられるモータからなる駆動部
と、前記駆動部に連結されて駆動されて搾汁物が搾汁される搾汁部と、前記搾汁部が前記
駆動部に着脱可能に結合されるようにする締結部と、を含み、
　前記モータハウジング（５６０）は、下向きに開口された形態の上部モータハウジング
（５６０ａ）と、上向きに開口された形態であって、前記上部モータハウジング（５６０
ａ）と向い合って結合される下部モータハウジング（５６０ｂ）と、を含み、前後方に開
口された形態に形成されており、中心部から幅方向の一側に偏心して下向きに開口されて
形成されたモータハウジング開口部を有し、
　前記下部モータハウジング（５６０ｂ）の下部には、中心部から幅方向の一側に偏心し
た位置に下向きに延び、前記通孔の上部に位置する中空の下部モータハウジング延長部が
備えられており、前記モータハウジング開口部は、前記下部モータハウジング延長部の端
部が開口されて形成され、
　作動によって空気の下向き流動を発生させる冷却ファンが前記下部モータハウジング延
長部内に備えられ、前記冷却ファンの下部に上下方向に貫通した流動案内部材が形成され
、排出された空気は偏心した方向に傾斜して流動され、
　前記ハウジング（５１０）は、上部ハウジング（５１１）と下部ハウジング（５１３）
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を含み、前記上部ハウジング（５１１）の下端部の周囲に沿って延長されているハウジン
グ結合部が形成され、前記下部ハウジング（５１３）とハウジング結合部の間には、結合
部材（５１５）が形成される、
　搾汁機。
【請求項２】
　前記上部モータハウジング（５６０ａ）は、
　断面が半円の円弧状を成し、長さ方向に延びた上部モータハウジング本体と、
　前記上部モータハウジング本体の長さ方向の両端に備えられる上部モータハウジング壁
体と、
　前記上部モータハウジング本体の両端部に備えられ、長さ方向に沿って延びて幅方向に
外向きに突出しており、長さ方向に沿って離隔して複数の貫通孔が形成されている上部モ
ータハウジングフランジと、を含む、請求項１に記載の搾汁機。
【請求項３】
　前記上部モータハウジング壁体には、それぞれ前記上部モータハウジング本体と同心を
成す凹状の上部モータハウジング第１凹部と上部モータハウジング第２凹部が長さ方向の
後方および前方に形成される、請求項２に記載の搾汁機。
【請求項４】
　前記下部モータハウジング（５６０ｂ）は、
　断面が半円の円弧状を成し、長さ方向に延びた下部モータハウジング本体と、
　前記下部モータハウジング本体の長さ方向の両端に備えられる下部モータハウジング壁
体と、
　前記下部モータハウジング本体の両端部に備えられ、長さ方向に沿って延びて幅方向に
外向きに突出しており、長さ方向に沿って離隔して複数の貫通孔が形成されている下部モ
ータハウジングフランジと、を含む、請求項２に記載の搾汁機。
【請求項５】
　前記下部モータハウジング壁体には、それぞれ前記下部モータハウジング本体と同心を
成す凹状の下部モータハウジング第１凹部と下部モータハウジング第２凹部が長さ方向の
後方および前方に形成される、請求項４に記載の搾汁機。
【請求項６】
　前記上部モータハウジングフランジと下部モータハウジングフランジが互いに接して結
合され、
　上部モータハウジング第１凹部と下部モータハウジング第１凹部が互いに向い合って長
さ方向の後方に開口部を形成し、
　上部モータハウジング第２凹部と下部モータハウジング第２凹部が向い合って長さ方向
の前方に開口部を形成する、請求項４に記載の搾汁機。
【請求項７】
　前記流動案内部材は、互いに離隔し、下部モータハウジング延長部が偏心した方向に傾
斜した複数の案内部材を備え、
　前記冷却ファンにより下向きに流動された空気は、前記流動案内部材を通過しながら偏
心した方向に方向が転換されて排出される、請求項１に記載の搾汁機。
【請求項８】
　前記モータハウジング（５６０）には、互いに並んで内向きに突出し、幅方向に延びた
形態の案内突起が、長さ方向に離隔して複数で形成されている、請求項１に記載の搾汁機
。
【請求項９】
　前記ハウジング（５１０）は、上向きに開口された凹状の下部ハウジング（５１３）と
、下向きに開口された凹状であって、前記下部ハウジング（５１３）の上部から下部ハウ
ジング（５１３）と向い合って結合されて内部にハウジング中空部を形成する上部ハウジ
ング（５１１）と、からなり、
　前記通孔は下部ハウジング（５１３）に形成されている、請求項１に記載の搾汁機。
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【請求項１０】
　前記上部ハウジング（５１１）の下端部には、周りに沿ってハウジング結合部が形成さ
れており、
　前記ハウジング結合部は、
　外向に折り曲げられた第１折り曲げ部と、前記第１折り曲げ部から下向きに延びた上部
ハウジング延長部と、前記上部ハウジング延長部の端部が内向きに折り曲げられて形成さ
れた第２折り曲げ部と、を含む、請求項９に記載の搾汁機。
【請求項１１】
　前記下部ハウジング（５１３）の上端には、内向きに湾曲して折り曲げられた下部ハウ
ジング折り曲げ部が形成されており、前記下部ハウジング（５１３）の上端部の一部が前
記ハウジング結合部内に挿入され、
　前記ハウジング結合部と下部ハウジング（５１３）との間には結合部材が備えられる、
請求項１０に記載の搾汁機。
【請求項１２】
　前記結合部材の上部内側には、前記下部ハウジング折り曲げ部に接するように湾曲した
結合部材載置部が形成されており、内側は、前記下部ハウジング（５１３）の外面および
前記下部ハウジング折り曲げ部の外面に接し、外側は、前記第１折り曲げ部、前記上部ハ
ウジング延長部、および前記第２折り曲げ部の内面に接して備えられており、
　前記上部ハウジング（５１１）の前記第２折り曲げ部の端部は、前記下部ハウジング（
５１３）の外面から離隔する、請求項１１に記載の搾汁機。
【請求項１３】
　前記ハウジング（５１０）の底部には、上下方向に貫通し、互いに離隔して複数の台部
材設置孔が形成されており、前記台部材設置孔の各々には台部材が結合されて備えられる
、請求項１に記載の搾汁機。
【請求項１４】
　前記台部材は、台部材通孔が上下方向に貫通形成されており、台部材挿入部、台部材係
止部、および台部材露出部からなり、
　前記台部材挿入部は、外面が傾斜して形成され、上部に行くに従って断面積が減少し、
　前記台部材露出部は、前記台部材挿入部から下向きに離隔して備えられる、請求項１３
に記載の搾汁機。
【請求項１５】
　前記台部材係止部は、前記台部材挿入部と前記台部材露出部との間に備えられており、
上部と下部にそれぞれハウジング（５１０）の底面の内面と外面に接する段面が形成され
るように、前記台部材挿入部と台部材露出部よりも小さい断面積を有するように形成され
る、請求項１４に記載の搾汁機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、搾汁機に関し、詳細には、組み立てが容易であり、組み立て不良の発生可能
性が低く、作動性能が向上した、製造が容易でかつ性能が向上した搾汁機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、搾汁機とは、各種野菜または果物などの材料を圧搾して汁液を抽出する機械装置
のことであって、遠心分離方式とツインギヤ方式がある。遠心分離方式は、果物などの果
汁を抽出するジューサ（Ｊｕｉｃｅｒ）には適するが、繊維素が多く、水分量が少ない野
菜は、汁液を抽出するために細切して非常に高速で回転させても、汁液抽出率があまり高
くないという問題があった。これに対し、ツインギヤ方式は、該材料を細切して圧搾する
か、細切と同時に圧搾して汁液を抽出する構成を取るため、汁液抽出率が遠心分離方式に
比べて数倍高いという利点がある。したがって、現在、搾汁機市場での殆どの需要を、こ
のツインギヤ方式の搾汁機が占有している。



(4) JP 6872609 B2 2021.5.19

10

20

30

40

50

【０００３】
　かかるツインギヤ方式の搾汁機は、ヘリカル（Ｈｅｌｉｃａｌ）ギヤ形態の一対の粉砕
部と、アルキメデス（Ａｒｃｈｉｍｅｄｅｓ）螺旋形態の一対の移送部と、を備えており
、搾汁網が形成されたハウジング内に前記粉砕部と移送部を収納させた後、前記ハウジン
グと駆動部とを締結部により結合させてなる。前記一対の粉砕部は、駆動部によって駆動
されて互いに噛み合って回転しながら、投入される材料を粉砕および搾汁しながら移送部
へ移送させ、前記移送部では、粉砕された材料を移送させながら圧搾させることで、材料
から汁液を抽出することができる。前記締結部は、駆動部の一端にそれぞれヒンジ結合さ
れた半円形断面の２つのアームと、一つのアームの先端にヒンジ結合されて延びるレバー
と、他のアームの先端とレバーとの中間にそれぞれヒンジ結合されたリンクと、を備えて
なる。
【０００４】
　図１および図２に示したように、搾汁機は、駆動部１００と、締結部３００により駆動
部１１０に連結され、搾汁物を搾汁する搾汁部２００と、搾汁部２００を駆動部１００に
連結する締結部３００と、からなる。
【０００５】
　前記駆動部１００は、中空のハウジング１１０と、前記ハウジング１１０内に備えられ
るモータ１５０と、からなる。前記ハウジング１１０の端部には、前方に突出しており、
長さ方向の前方に行くに従って直径が増加する途中にさらに減少する形態に形成された中
空の第１連結部１３０が備えられる。
【０００６】
　前記ハウジング１１０は、上向きに開口された凹状の下部ハウジング１１３と、下向き
に開口され、前記下部ハウジング１１３の上部に結合されて内部に中空部１１０ａを形成
する上部ハウジング１１１と、からなる。前記下部ハウジング１１３と上部ハウジング１
１１は、開口部分が互いに向い合うように結合され、その内部にハウジング中空部１１０
ａが形成される。前記ハウジング１１０は、金属またはプラスチックで製造されることが
できる。
【０００７】
　前記上部ハウジング１１１の下端部内に下部ハウジング１１３の上端部が挿入され、そ
の周りに沿って１ヶ所以上で、上部ハウジング１１１の下端部と下部ハウジング１１３の
上端部を貫通して締結ねじ１１５が締結される。
【０００８】
　前記モータ１５０は、下部ハウジング１１３と上部ハウジング１１１により形成された
ハウジング中空部１１０ａに設けられる。前記ハウジング中空部１１０ａには、後方に位
置し、下部ハウジング１１３の底部に結合されて幅方向に延びた形態の板状の第１ブラケ
ット１２１が設けられるとともに、前記第１ブラケット１２１から前方に離隔して下部ハ
ウジング１１３に結合される第２ブラケット１２５が設けられる。前記第１ブラケット１
２１と第２ブラケット１２５は、上部ハウジング１１１に結合されて設けられてもよい。
前記第１ブラケット１２１と第２ブラケット１２５は、剛性を増加させるために、折り曲
げられた構造を有する。
【０００９】
　図１および図３において、図面符号１５１は、モータ１５０の前方に備えられ、前方端
部が第２ブラケット１２５に挿入される連結ブラケットを示したものである。
【００１０】
前記モータ１５０は、モータハウジング１６０内に挿入されて備えられる。前記モータハ
ウジング１６０は、前方に向かって開口された形態を有する。前記モータハウジング１６
０は、その下部に、下向きに延びて端部が開口された中空の下向き延長部１６９を有する
。前記モータハウジング１６０の後方には、モータハウジング１６０内に挿入されたモー
タ１５０の後方端部が挿入されて載置される段部１６１ａが形成される。前記モータハウ
ジング１６０の開口された前方端部には、内向きに突出したモータハウジング支持突起１
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６３が備えられており、支持突起１６３から前方に突出するモータハウジング延長部１６
５が備えられる。前記支持突起１６３は、モータハウジング延長部１６５よりも内向きに
突出して前方に向かうモータハウジング段部を形成する。
【００１１】
　前記モータ１５０は前方からモータハウジング１６０内に挿入され、モータ１５０の回
転軸が前方に突出する。
【００１２】
　前記モータハウジング１６０は、前記第１ブラケット１２１と第２ブラケット１２５と
の間に位置して備えられる。前記第２ブラケット１２５は、前方に突出した回転軸や、回
転軸に連結された駆動軸（不図示）が通過できるように、中心部が通孔構造で形成される
。
【００１３】
　図２において、図面符号１２３は、第１ブラケット１２１にモータ１５０を固定する固
定ねじを示し、１２７は、第２ブラケット１２５をハウジング１１０に固定する固定ねじ
を示したものである。
【００１４】
　前記第２ブラケット１２５のモータハウジング１６０に向かう側にモータ１５０が挿入
され、第２ブラケット１２５により支持される。
【００１５】
　前記下部ハウジング１１３の底部における略中心部には、円形の通孔１１３ｂが形成さ
れる。前記下部ハウジング１１３の通孔１１３ｂの上部に位置するように、冷却ファン１
７０が下部ハウジング１１３の底部に設けられる。冷却ファン１７０が作動すると、下部
ハウジング１１３の通孔１１３ｂを介して下部に排気される。
【００１６】
　図５に示されたように、前記冷却ファン１７０は、モータハウジング１６０の下向き延
長部１６９内に位置して備えられる。冷却ファン１７０が作動すると、モータハウジング
１６０内の空気は、下向き延長部１６９に沿って下向きに流動し、冷却ファン１７０と下
部ハウジング１１３の通孔を介して排出される。前記冷却ファン１７０と下部ハウジング
１１３の底部との間には網体（例えば、１ｍｍメッシュ）が設けられることができる。図
２において、図面符号１１１ａは、内外部へ空気が連通されるように、前記上部ハウジン
グ１１１の後方に複数で形成された連通孔を示したものである。
【００１７】
　図２および図３に示されたように、前記下部ハウジング１１３には、ウレタンゴムなど
からなる、断面が円形の台部材１８１が備えられる。前記下部ハウジング１１３の底部に
は、上下に貫通した台部材設置孔１１３ａが形成される。前記台部材１８１は、下部ハウ
ジング１１３の底部の底面に接して備えられる。前記台部材１８１には、下向きの段部を
形成し、上下方向に貫通した台部材結合孔１８１ｂが形成される。前記台部材結合孔１８
１ｂに挿入された台部材結合ねじ１８３が台部材設置孔１１３ａを通して端部がハウジン
グ中空部１１０ａ内に突出し、突出した台部材結合ねじ１８３に結合ナット１８５が締結
されることで、台部材１８１が設けられる。前記結合ナット１８５と下部ハウジング１１
３の底部との間にはワッシャ１８７がさらに備えられる。図3において、図面符号１８１
ａは、環状を有して台部材設置孔１１３ａ内に設けられ、台部材結合ねじ１８３と接する
台部材補強部を示したものである。前記搾汁部２００は、締結部３００により駆動部に連
結されて駆動される。
【００１８】
　締結部３００と搾汁部２００についての説明は、従来技術に公知されているため省略す
る。
【００１９】
　上記のような従来技術による搾汁機は、台部材１８１を設けるために複数の部品が必要
であり、結合のための作業が単純ではなく、下部ハウジング１１３と上部ハウジング１１
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１の結合時に上部ハウジング１１１が過度に下降するという問題があるだけでなく、過度
な下降により、下部ハウジング１１３の上端部が上部ハウジング１１１の内面に接して内
向きに変形してしまい、上部ハウジング１１１の下端部によって下部ハウジング１１３の
外面にスクラッチなどの損傷が発生していた。さらに、モータハウジング１６０にモータ
１５０を挿入する作業が容易ではなく、下向き延長部１６９を介して排出される内気によ
ってハウジング１１０が加熱されるという問題があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　本発明は、上記のような問題を解決するために提案されたものであって、組み立てが容
易であり、製造過程における不良の発生が防止されるとともに、使用によるハウジングの
過熱が抑制されることができる、製造が容易でかつ性能が向上した搾汁機を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　上記の目的のために、本発明は、内部にハウジング中空部が形成されたハウジング、お
よびモータハウジングで囲まれてハウジング中空部に備えられるモータからなる駆動部と
、前記駆動部に連結され、駆動部によって駆動されて搾汁物が搾汁される搾汁部と、前記
搾汁部が駆動部に着脱可能に結合されるようにする締結部と、からなり、前記モータハウ
ジングは、下向きに開口された形態の上部モータハウジングと、上向きに開口された形態
であって、前記上部モータハウジングと向い合って結合される下部モータハウジングと、
からなって、前後方に開口された形態に形成されており、中心部から幅方向の一側に偏心
して下向きに開口されて形成されたモータハウジング開口部を有し、作動によって空気の
下向き流動を発生させる冷却ファンが、前記モータハウジング開口部に備えられ、前記ハ
ウジングには、中心部から幅方向の一側に偏心して冷却ファンの下部に位置するように上
下方向に貫通した通孔が形成されており、冷却ファンの作動により、内部空気が、幅方向
の中心部から一側に偏心した位置に形成された通孔を介して排出される、製造が容易でか
つ性能が向上した搾汁機を提供する。
【００２２】
　上記において、下部モータハウジングの下部には、中心部から幅方向の一側に偏心した
位置に下向きに延びた中空の下部モータハウジング延長部が備えられており、前記モータ
ハウジング開口部は、下部モータハウジング延長部の端部が開口されて形成され、前記冷
却ファンは、下部モータハウジング延長部内に備えられ、前記冷却ファンの下部には、上
下方向に貫通した流動案内部材が形成されており、前記流動案内部材は、互いに離隔し、
下部モータハウジング延長部が偏心した方向に傾斜した案内部材を備え、冷却ファンによ
り下向きに流動された空気は、流動案内部材を通過しながら偏心した方向に方向が転換さ
れて排出されることを特徴とする。
【００２３】
　上記において、モータハウジングには、互いに並んで内向きに突出し、幅方向に延びた
形態の案内突起が、長さ方向に離隔して複数で形成されていることを特徴とする。
【００２４】
　上記において、ハウジングは、上向きに開口された凹状の下部ハウジングと、下向きに
開口された凹状であって、前記下部ハウジングの上部から下部ハウジングと向い合って結
合されて内部にハウジング中空部を形成する上部ハウジングと、からなり、前記通孔は下
部ハウジングに形成され、前記上部ハウジングの下端部には、周りに沿ってハウジング結
合部が形成されており、前記ハウジング結合部は、外向きに折り曲げられた第１折り曲げ
部と、前記第１折り曲げ部から下向きに延びた上部ハウジング延長部と、前記上部ハウジ
ング延長部の端部が内向きに折り曲げられて形成された第２折り曲げ部と、からなり、前
記下部ハウジングの上端には、内向きに湾曲して折り曲げられた下部ハウジング折り曲げ
部が形成されており、下部ハウジングの上端部の一部がハウジング結合部内に挿入され、
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前記ハウジング結合部と下部ハウジングとの間には結合部材が備えられており、前記結合
部材の上部内側には、前記下部ハウジング折り曲げ部に接するように湾曲した結合部材載
置部が形成されており、内側は、下部ハウジングの外面および下部ハウジング折り曲げ部
の外面に接し、外側は、第１折り曲げ部、上部ハウジング延長部、第２折り曲げ部の内面
に接するように備えられており、前記上部ハウジングの第２折り曲げ部の端部は、下部ハ
ウジングの外面から離隔することを特徴とする。
【００２５】
　上記において、ハウジングの底部には、上下方向に貫通し、互いに離隔して複数の台部
材設置孔が形成されており、前記各台部材設置孔には台部材が結合されて備えられ、前記
台部材は、台部材通孔が上下方向に貫通形成されており、台部材挿入部、台部材係止部、
台部材露出部からなり、前記台部材挿入部は、外面が傾斜して形成され、上部に行くに従
って断面積が減少し、前記台部材露出部は、前記台部材挿入部から下向きに離隔して備え
られ、前記台部材係止部は、台部材挿入部と台部材露出部との間に備えられており、上部
と下部にそれぞれハウジングの底面の内面と外面に接する段面が形成されるように、台部
材挿入部と台部材露出部よりも小さい断面積を有するように形成されることを特徴とする
。
【発明の効果】
【００２６】
　製造が容易でかつ性能が向上した搾汁機によると、製造が簡単で容易であり、製造過程
で不良が発生する可能性が低く、使用中に排気によって過熱されることが防止される効果
がある。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】従来技術による搾汁機を示した斜視図である。
【図２】従来技術による搾汁機を示した断面図である。
【図３】図２の「Ｂ」部を拡大して示した図である。
【図４】従来技術による搾汁機に備えられるモータハウジングを示した断面図である。
【図５】従来技術による搾汁機に備えられるモータハウジングの平面断面および冷却ファ
ンを示した図である。
【図６】本発明による搾汁機の一部部分拡大図であって、上部ハウジングと下部ハウジン
グの結合を説明するために示した図２の「Ａ」部に対応する部分断面図である。
【図７】本発明による搾汁機の一部部分拡大図であって、図３の部分に対応する部分断面
図である。
【図８】本発明による搾汁機に備えられるモータハウジングを構成する下部モータハウジ
ングを示した斜視図である。
【図９】本発明による搾汁機に備えられるモータハウジングを構成する上部モータハウジ
ングを示した斜視図である。
【図１０】本発明による搾汁機の作動を説明するために示した一部断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、図面を参照して、本発明による製造が容易でかつ性能が向上した搾汁機について
詳細に説明する。説明において、従来技術と重複される構成については、詳細な説明を省
略する。そして、以下の説明において、図２の横方向を長さ方向とし、図２の紙面に垂直
な方向を幅方向として説明する。
【００２９】
　図６は、本発明による搾汁機の一部部分拡大図であって、上部ハウジングと下部ハウジ
ングの結合を説明するために示した図２の「Ａ」部に対応する部分断面図であり、図７は
、本発明による搾汁機の一部部分拡大図であって、図３の部分に対応する部分断面図であ
り、図８は、本発明による搾汁機に備えられるモータハウジングを構成する下部モータハ
ウジングを示した斜視図であり、図９は、本発明による搾汁機に備えられるモータハウジ
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ングを構成する上部モータハウジングを示した斜視図であり、図１０は、本発明による搾
汁機の作動を説明するために示した一部断面図である。
【００３０】
　図１を参照すると、本発明による製造が容易でかつ性能が向上した搾汁機は、従来技術
と同様に、搾汁部を駆動する駆動部と、搾汁物が搾汁される搾汁部と、前記搾汁部を駆動
部に着脱可能に連結する締結部と、からなる。
【００３１】
　以下の説明において、従来技術と重複される内容についての説明は省略し、本発明の特
徴となる構成についてのみ説明する。
【００３２】
　前記駆動部は、内部にハウジング中空部５１０ａが形成された中空のハウジング５１０
と、モータハウジングに挿入され、前記ハウジング中空部５１０ａに備えられるモータと
、からなる。前記モータの回転軸に搾汁部が連結されて駆動されることで、搾汁物の搾汁
が行われる。搾汁部の構成は、従来に公知の技術であるため、詳細な説明は省略する。搾
汁部を駆動部に着脱可能に連結する締結部についての説明は、従来技術に詳細に記載され
ているため、それについての説明は省略する。
【００３３】
　ハウジング５１０について説明する。
【００３４】
　前記ハウジング５１０は、ステンレス鋼などのような金属からなることができる。
【００３５】
　前記ハウジング５１０は、板状であって、上向きに開口された凹状の下部ハウジング５
１３と、下向きに開口された凹状であって、前記下部ハウジング５１３の上部に下部ハウ
ジング５１３と向い合って結合されて内部にハウジング中空部５１０ａを形成する、板状
の上部ハウジング５１１と、からなる。
【００３６】
　前記上部ハウジング５１１の下端部には、周りに沿ってハウジング結合部が形成される
。前記ハウジング結合部は、外向きに折り曲げられた第１折り曲げ部５１１ａと、前記第
１折り曲げ部５１１ａから下向きに延びた上部ハウジング延長部５１１ｂと、前記上部ハ
ウジング延長部５１１ｂの端部が内向きに折り曲げられて形成された第２折り曲げ部５１
１ｃと、からなる。前記第１折り曲げ部５１１ａおよび第２折り曲げ部５１１ｃは、外向
きに突出して湾曲形成される。
【００３７】
　前記下部ハウジング５１３の上端には、内向きに湾曲して折り曲げられた下部ハウジン
グ折り曲げ部５１３ｄが形成される。前記下部ハウジング５１３の上端部の一部がハウジ
ング結合部内に挿入され、周りに沿って１ヶ所以上で、前記上部ハウジング延長部５１１
ｂと下部ハウジング５１３を順に貫通してねじが締結される。
【００３８】
　前記ハウジング結合部と下部ハウジング５１３との間には結合部材５１５が備えられる
。前記結合部材５１５は、ハウジング結合部と下部ハウジング５１３との間で周りに沿っ
て延びて備えられる。前記結合部材５１５は、ゴムなどのような弾性材質からなる。
【００３９】
　前記結合部材５１５の上部内側には、前記下部ハウジング折り曲げ部５１３ｄに接する
ように湾曲した結合部材載置部５１５ａが形成されており、内側は、下部ハウジング５１
３の外面および下部ハウジング折り曲げ部５１３ｄの外面に接し、外側は、第１折り曲げ
部５１１ａ、上部ハウジング延長部５１１ｂ、第２折り曲げ部５１１ｃの内面に接して備
えられる。前記上部ハウジング５１１の第２折り曲げ部５１１ｃの端部は、下部ハウジン
グ５１３の外面から離隔しており、前記結合部材５１５は、上部ハウジング５１１と下部
ハウジング５１３との間で下部に露出する。
【００４０】
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　前記結合部材５１５に、下部ハウジング折り曲げ部５１３ｄの外面に接する結合部材載
置部５１５ａが形成され、第１折り曲げ部５１１ａおよび第２折り曲げ部５１１ｃに接し
て備えられることで、下部ハウジング５１３の上部に上部ハウジング５１１が結合される
際に、上部ハウジング５１１が過度に下降することが防止され、第２折り曲げ部５１１ｃ
の端部によって下部ハウジング５１３の外面が損傷されることが防止される。
【００４１】
　前記結合部材５１５の外面は、上部ハウジング５１１のハウジング結合部の内面と、前
記ハウジング結合部の上部に位置する上部ハウジング５１１の内面とに接着されて備えら
れ、上部に、上向きかつ内向きに傾斜して突出した結合部材突出部５１５ｃが備えられる
。前記結合部材突出部５１５ｃは、外面が上部ハウジング５１１に接せず、内面は、下部
ハウジング５１３の上端よりも突出するように、上向きかつ内向きに傾斜して延びた形態
で備えられる。結合部材突出部５１５ｃが備えられることで、上部ハウジング５１１が下
部ハウジング５１３に結合される際に、上部ハウジング５１１が過度に下降することが確
実に防止される。
【００４２】
　前記下部ハウジング５１３の底部には、中心部から幅方向の一側に偏心した位置に、内
部空気が排出される円形の通孔５１３ｂが形成されるとともに、台部材５８１が設けられ
るようにするための複数の台部材設置孔５１３ａが上下方向に貫通形成される。
【００４３】
　モータハウジング５６０について説明する。前記モータハウジング５６０は、ポリ塩化
ビニル（ＰＶＣ）などのような合成樹脂で製造されることができる。
【００４４】
　前記モータハウジング５６０は、図８および図９に示されたように、互いに向い合って
結合される上部モータハウジング５６０ａおよび下部モータハウジング５６０ｂからなる
。
【００４５】
　前記下部モータハウジング５６０ｂは上向きに開口された形態であって、上部モータハ
ウジング５６０ａと向い合って結合され、下部に、中心部から幅方向の一側に偏心した位
置に、下向きに開口されたモータハウジング開口部５６９ｂが形成される。前記下部モー
タハウジング５６０ｂは、断面が略半円の円弧状を成し、長さ方向に延びた形態に形成さ
れた下部モータハウジング本体と、下部モータハウジング本体の長さ方向の両端に備えら
れる下部モータハウジング壁体と、からなる。前記下部モータハウジング壁体には、それ
ぞれ下部モータハウジング本体と略同心を成す凹状の下部モータハウジング第１凹部５６
５ｂと下部モータハウジング第２凹部５６７ｂが形成される。前記下部モータハウジング
第１凹部５６５ｂは長さ方向の後方に形成され、下部モータハウジング第２凹部５６７ｂ
は長さ方向の前方に形成される。前記モータハウジング開口部５６９ｂは下部モータハウ
ジング本体に形成される。前記下部モータハウジング本体の両端部には、長さ方向に沿っ
て延び、幅方向に外向きに突出した下部モータハウジングフランジ５６３ｂが備えられる
。前記下部モータハウジングフランジ５６３ｂには、長さ方向に沿って離隔して形成され
た複数の貫通孔が備えられる。
【００４６】
　前記上部モータハウジング５６０ａは下向きに開口された形態であって、上部モータハ
ウジング５６０ａと向い合って結合される。前記上部モータハウジング５６０aは、断面
が略半円の円弧状を成し、長さ方向に延びた形態に形成された上部モータハウジング本体
と、上部モータハウジング本体の長さ方向の両端に備えられる上部モータハウジング壁体
と、からなる。前記上部モータハウジング壁体には、それぞれ上部モータハウジング本体
と略同心を成す凹状の上部モータハウジング第１凹部５６５ａと上部モータハウジング第
２凹部５６７ａが形成される。前記上部モータハウジング第１凹部５６５ａは長さ方向の
後方に形成され、上部モータハウジング第２凹部５６７ａは長さ方向の前方に形成される
。前記上部モータハウジング本体の両端部には、長さ方向に沿って延び、幅方向に外向き
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に突出した上部モータハウジングフランジ５６３ａが備えられる。前記上部モータハウジ
ングフランジ５６３ａには、長さ方向に沿って離隔して形成された複数の貫通孔が備えら
れる。
【００４７】
　前記下部モータハウジング５６０ｂと上部モータハウジング５６０ａとが上下から互い
に向い合う際に、下部モータハウジングフランジ５６３ｂと上部モータハウジングフラン
ジ５６３ａが互いに接して備えられ、貫通孔にねじが挿入されてナット締結されることで
結合される。
【００４８】
　前記上部モータハウジング第１凹部５６５ａと下部モータハウジング第１凹部５６５ｂ
が互いに向い合って長さ方向の後方に開口部を形成し、上部モータハウジング第２凹部５
６７ａと下部モータハウジング第２凹部５６７bが向い合って長さ方向の前方に開口部を
形成する。
【００４９】
　前記モータハウジングを構成する下部モータハウジング５６０ｂと上部モータハウジン
グ５６０ａの内面には、互いに並んで内向きに突出し、幅方向に延びた形態の案内突起５
６１ａ、５６１ｂが、長さ方向に離隔して複数で形成される。前記案内突起５６１ａ、５
６１ｂが備えられることで、モータハウジングの剛性が増加するとともに、内部で流動す
る空気が幅方向に流動されるようにすることで、排出が容易となり、冷却効果が増加する
効果がある。
【００５０】
　前記下部モータハウジング５６０ｂの下部には、中心部から幅方向の一側に偏心した位
置に、下向きに延びた中空の下部モータハウジング延長部５６２ｂが備えられる。前記モ
ータハウジング開口部５６９ｂは、下部モータハウジング延長部５６２ｂの端部が開口さ
れて形成される。前記下部モータハウジング延長部５６２ｂは、下部ハウジング５１３の
通孔５１３ｂの上部に位置して備えられる。
【００５１】
　冷却ファン１７０が下部モータハウジング延長部５６２ｂ内に備えられる。前記冷却フ
ァン１７０は、下部ハウジング５１３の通孔５１３ｂの上部に位置するように、下部ハウ
ジング５１３に結合されて備えられる。
【００５２】
　前記冷却ファン１７０の下部には流動案内部材５９０が備えられる。前記流動案内部材
５９０は前記通孔５１３ｂに挿入されて備えられてもよく、通孔５１３ｂの上部に位置す
るように冷却ファン１７０と下部ハウジング５１３との間に備えられてもよい。前記下部
モータハウジング延長部５６２ｂの下端は、下部ハウジング５１３の内面に接して備えら
れる。前記流動案内部材５９０には、幅方向に互いに離隔しており、下端部が、下部モー
タハウジング延長部５６２ｂが偏心した方向に向かうように傾斜した複数の案内部材５９
１が備えられる。冷却ファン１７０によって下向きに流動された空気は、流動案内部材５
９０を通過しながら、偏心した方向に方向が転換されて排出される。排出された空気は、
偏心した方向に傾斜して流動され、搾汁機が置かれる底部に反射する場合にも、ハウジン
グ５１０に与える影響が減少することになる。
【００５３】
　台部材５８１について説明する。
【００５４】
　前記台部材５８１は、伸縮性を有するウレタンゴムなどのような合成樹脂からなる。
【００５５】
　前記台部材設置孔５１３ａには、台部材５８１が挿入結合されて備えられる。前記台部
材５８１には、台部材通孔５８１ｂが上下方向に貫通形成されており、上部から、台部材
挿入部５８１－１、台部材係止部５８１－３、台部材露出部５８１－２からなる。前記台
部材挿入部５８１－１は、断面が円形であり、外面が傾斜して形成されて、上部に行くに
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従って断面積が減少する形態に形成される。前記台部材露出部５８１－２は、断面が円形
であり、前記台部材挿入部５８１－１から下向きに離隔して備えられる。前記台部材係止
部５８１－３は、台部材挿入部５８１－１と台部材露出部５８１－２との間に備えられ、
上部と下部にそれぞれ下部ハウジング５１３の底部の内面と外面に接する段面が形成され
るように、台部材挿入部５８１－１および台部材露出部５８１－２よりも小さい断面積を
有するように形成される。前記台部材設置孔５１３ａの断面は円形に形成され、台部材係
止部５８１－３の断面も円形に形成される。
【００５６】
　前記台部材露出部５８１－２の下端は、下部ハウジング５１３の底部の最も低い外面よ
りも下向きに突出する。
【産業上の利用可能性】
【００５７】
　製造が容易でかつ性能が向上した搾汁機によると、製造が簡単で容易であり、製造過程
における不良発生の可能性が低いとともに、使用中に排気によって過熱されることが防止
される効果があるため、このような需要が存在する産業分野で利用可能である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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